
再処理施設の特徴

２０２３年９月２９日更新弁論プレゼン資料

伊 東 良 徳

1



2出典：四国電力ＨＰ

再処理工場では

ペレット：溶かして液体状
→第１の壁なし

燃料被覆管：剪断して外す
→第２の壁なし

原子炉容器：なし
薄い容器・配管だけ

原子炉格納容器：なし
→第４の壁なし

コンクリートのしゃへい壁：あり
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本件再処理施設外観
出典：補助参加人適合性審査提出資料
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再処理施設には多数の建屋

核分裂性物質・放射性物質を内蔵する
建屋はとても多い

原発の場合は基本的に原子炉建屋にし
か核分裂性物質・放射性物質はない

原発の原子炉建屋は、左図の網掛けの
建屋１つ程度の大きさ
→再処理施設には原発の原子炉建屋ク
ラスの建屋が多数林立している
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・6月19日から工事のため安全冷却水系Ａ系運転停止＝Ｂ系のみの単独運転状態
・7月2日18時50分頃、当直員が定刻のデータ確認で安全冷却水系Ｂ系が15時30分頃から
流量低下していることを確認→流量低下に気づくまで3時間20分
・当直長は22時の定刻のデータ確認で再確認することを指示→流量低下を検知したのに次
の確認は3時間10分後と指示
・統括当局長が系統の漏洩を疑ったのでＢ系の漏えい確認を指示
・当直員は21時頃漏えいがないことを確認→漏えい確認の指示から確認までに2時間10分

２０２２年７月２日の安全冷却水系機能喪失事故時の時系列

・22時の定刻のデータ確認で当直員が供給液槽Ｂの温度上昇を確認→流量低下開始から
温度上昇確認まで6時間30分
・統括当直長がＢ系の弁の開閉確認を指示
・23時43分、当直員がＢ系の仕切弁閉止を確認→Ｂ系の弁の開閉確認指示から確認まで1
時間40分あまり
・統括当直長と当直長は、冷却水が全停止している場合には安全冷却機能が喪失したこ
ととなる点に思いが至らなかった
・23時44分、仕切り弁全開：事故収束まで8時間10分あまり
・23時50分、供給液槽Ｂの温度低下開始を確認

原告ら準備書面（１９２）プレゼン資料から抜粋
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再処理施設の使用済み燃料プールの冷却喪失事故

内蔵する放射能の１％漏えいの試算（甲Ａ第２０号証）

福島原発事故時の「最悪のシナリオ」の「東日本壊滅」
はチェルノブイリ事故後の退避基準による要退避

この解析では急性障害発生レベルが東日本全域に及ぶ
→「東日本壊滅」をも超える事態
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